
規

矩

考

規

矩

考

(補

遺
)

i

「
周

礼

考

工

記
」

よ

り

の

考

察

高

田

克

巳

車

構

成

の

規

画

(補
遺
)

『
考

工
記
』

に

つ
い
て
、
後
漢

の
鄭

玄
や
宋

代

の
学

者

た
ち

の
注

記
を
見

れ
ば
、
車

設
計

の
規

矩

は
、
占

代

思
想

の
天
地
宇
宙

の
象
徴
化

が
課

題
に
な

っ
て

い
て
、

そ

の
た
め

の
意
匠
法

と
技
術

が
要
点

で
あ

る
か

に
記

さ
れ

て
い
る
。

し
か

し
規

矩
技

術
は
、

工
匠

の
世
襲
的

な
秘
伝

と
さ

れ

て
き

た
も

の

で
、
技

の
実
態

は
容
易

に
明

ら

か
に

さ
れ

る
こ
と
で
は
な

か

っ
た
。

上
代

か
ら
中
世

に
か
け

の
学

者

で
あ

っ
て
も
、
厳

密

に
図
法
的
表

現

の
実

技

が
知
ら

れ
る

よ
し
も

な
く
、

た
だ
文
献
上

か
ら

の
訓

詰
学
的

な
解

説
が
多

か

っ
た
。

近
世

に
な
る
と

西
欧
的

な
分
析
が
行

わ
れ
、

機
能

的
に
追

求
さ
れ

て
、
象
徴

や
寓

意
的
意

匠

に

つ
い
て
は
忘
れ
去

ら
れ

る
傾

向

が
現
わ

れ

て

い
る
。

い
ま
技
法

を
解

明

す
る

に
は
、
原

寸
設
計

の
前

に
、

原
案

図

と
も

い
え
る
段
階

が
あ

っ
て
、

そ

こ

で
構
想

が
練

ら
れ

る
順
序

を
予
想

し

て
み

る

こ
と
か
ら
、
出

発
し

な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

『
葡

子
」

「
不

萄
」

に

「
五
寸

之
矩

、
尽

天
下
之
方

也
」

と
あ

る
。

こ
れ

は
重
要

な
資

料

で
あ

る

と
み

て
、

ま
ず

五
寸
、

一
尺

、

一
尺

五
寸

の
倍

数

の
尺

で
直

径

三
尺

の
円
か

ら
形
成

さ
れ

る
形
、
円

の
分
割

、
稜
角

の
内

、

外
接

に
生

じ
る
計
測

な
ど
か

ら
出

発

し
て
み

る

の
で
あ
る
.、
そ

こ
に
は

.
規
矩

の
発
展

過
程

か
ら
み

て
象
徴

的
性
格

が
あ

る

こ
と
。

。
円
、
方

の
組
合

せ
方

は
単
純

で
、

か

つ
最
少

の
操

作

で
成

疏
す

る
形

で
あ

る

こ
と
。

.
度

数

の
単
位
も

単
純

に

(
三
位

ま

で
算

出
し

て

二
位

ま

で
に
切
上
げ

る
)
、
奇

、
偶
数

の
配
置

が

適
当

に
配
置

さ
れ

る
こ
と
。
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・
寸
法

の
割
出

し
と
計
算

に
は
、
直
角

三
角
計

に
よ

る
積

矩
法

を
あ

て
て
み

る

こ
と
。

な
ど

、

こ
れ
ら

に
起

因

の
予

想
が
あ

る

の
で
、
検
討

を

っ
づ
け

た
。
要

す

る
に
各

部

分

の
数

量
が
、
規

定
さ
れ

た

そ
の
表
現
だ

け
か
ら

、
逆

に
全

貌

を
現

わ

し
て
み

て
、

そ
れ

に
寓
意
的
内

容

を
抱
く

も

の
が

是
認

で
き
る
か
。

そ

の
た
め

に
は
数

の
分
解
操
作

、
設
計

の
手
順

を
整
理

し

て
お

か
ね
ば

な
ら
な

い
。

平
面

図

(図

説

車

九
)

輿

半
径

五
尺

の
円
周

を

基
準

に
し

て
、

一
〇
尺
、

一
五

尺
、

二
〇
尺

の
円

を
規
画

す
る
。

半
径

一
〇

尺

の
円

に
内
接

の
正
方

形
を

と
る

(天

円

地
方

の
寓

意

)
。
そ

の
方
形

の
角
隅

S

と

錺

か

ら
互

に
半
径

一
〇
尺

の
円
を
規

し

て
、

そ

の
規
線

を
半

径
四
尺

の

円
周

に
よ

っ
て
切
れ
ば

、

a
I

d

を
得

る
。
同

じ
く
反

対
側

か
ら
対

称

に
と
れ
ば

(
a
d
-
b

c
)

墜

の
寸

法

四

・
四
尺

で
あ

る
。

こ
の
と
き

a
b
-

d

c
で
あ

る
か

ら
、

こ
れ
が
輿
広

の
六

・
六

尺

に
な
る
。

図
説

車

=
二
の
亀

尺
度

に
よ

っ
て
も
わ
か

る
よ
う

に
、
車
九

で
は
半
径

一
〇
尺
と
半

径

一
二
尺
を

規

円
し

て
、

V
軸

A

(
10
)
よ
り
水

平
線

を
半
径

一
二
尺
円

周
上

に
延

長
す

れ
ば

9
、

A
1

9
ほ

O
i

薦

こ
こ

に

9
i

A
1

0

の
直
角

三
角

形
を

つ
く

る
。

A
1

0

-

10
、

A
-

9
11
齢

で
あ
る

か
ら

街
ー

d

11
肥

す

な
わ
ち

二

・

二
尺

。

そ
し

て
0
-

d

N
O
-

4

で
あ

る
が
、
古

く
は

こ
れ
が
半

径

一
〇
尺

に
内

接

の
八
稜

形

の

一
辺

を
四
尺

(精

値

三

・
九
)

と
し

た
も

の
と
想

像
さ

れ
る
。
後
世

に

地
数

(偶
)

と
し

て

の
企

画

に
多

く
み

ら
れ

る
形
で
あ

る
。

朝

朝
長

は
、

燧
の
下

に
四

.
四

尺
と
、

軌
前

に

一
〇
尺

を
加

え
る
と

い
う

の
で
あ

る
か
ら
、

一
四

・
四

尺

で
あ

る
。
し

た

が

っ
て
輿

の
中

心

0
か
ら

は

一
二

・
二
尺

で
あ

る
。半

径

五
尺

の
外
接

正
方

形

の
斜
径

(対
角

線
)

の
%

と
、
半

径

一
〇
尺

に
内
接

す
る

正
方

形

の
内

接

円

の
半

径

と
は
等

し

い
か
ら

、

正
確

な
図
形

で
測

れ
ば
七

・
〇
七

規

矩

考

一45一
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尺

で
あ

る
。

し

か
し

な
が
ら
古
代

の
計
算

で
は
七
数

を

も

っ
て
計
算

さ
れ

る
。

こ
れ

は
ま

た
象

徴
的

な
意
味

を
も

っ
て
、

大
数

に
と

る
と
も

い
う
。

(端
数

計
算
法

に
未

だ
粗

い

こ
と
も

あ

っ
て
)

半
径

七
尺
円

に
内
接

す
る
六
稜

形

の

一
辺
、

す

な
わ

ち

円
周

の

%

点

域

を
中
心

に
、
半
径

七
尺

で
規

円
す

れ
ば

G
で
あ

る
。

(図

説

車

一

一
、

一
二
参
照
)

輪

の

位

置

毅

長

は

三

・
二
尺

で
あ

っ
て

へ
i

衡
11
調
、
輪

の
位

置

は
そ

の

%

の
と

こ
ろ

で

ω
』

＼
ω
ほ
H
°
○
采

却
O
①
①
)、

こ
れ

が

馬
i

a

で

一
・
〇

七
尺

ほ
ど
輿

か
ら
離

れ
て

い

る
。

し

た
が

っ
て
輿

の
中

心

か
ら

と
れ
ば

馬
ー

0
11
↑

ω
刈

(倉
。゚
O
①
)
、

O
i

P
H
5
、

馬
l

P

は

F
ω
刈
+
α
11
P

ω
刈

(P

ω
①
①
)
、

e
-

P

-

10
、
そ
し

て

e
i

馬
ー

鵠

e
-

f

H
砿

は
六

・
六
尺

の
輪
径

で
あ

る
。

e
i

f

は
半

径
九

・
三
七
尺
円

に
外

接
す

る
九
稜

形

の

一
辺

に
近

似
す

る
。

す

な
わ
ち
半
径

一
〇

尺

円

に
内

接
す

る
。

豊

の
と
き

。
…

§

。
で
あ
る
か
ら

約

ま

゜

の
誤
差
を
こ
れ
に
み
る
.

(尺
に
対
し
て

戸
ω゚
゜
)

穀

と

軸

半
径
五
尺
円
周
の
%
、
す
な
わ
ち

恥

点
か
ら
半
径

一
〇
尺
で
規
す
る
と

5

に
い
た
る
。
こ
れ
を
互
に
対
称
に
と
り
、
そ
の
交
点

馬

を
得
る
。

す
な
わ
ち

馬
-

街
ま

で
が
穀
長

(
三

・
二
尺
)
で
あ
り
、
そ
の

%

の

馬
-

衡
で
そ
の

馬

が
輪

の
位
置

で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に

両
輪
、

両
鍛

の
位
置
が

規
定
さ
れ

て
、
そ
れ
を
軸
が
貫
い
て
い
る
。

直
径

一
〇
尺
円
に
内
接
す
る
六
稜
形
の
恥
か
ら
水
平
に
対
称
点
現
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
六
稜

の
斜
に
対
し
て
径
で
あ
る
。
一
〇
尺
に
対
し
て
八

・
七
尺
で
あ
る
。
(線
略
)

恥
人

⊥

。
、
恥
出

曹

、
し
た
が

っ
乏

ド。
蜘

曝

芝

・・
ド
。1

、

半
径
五
尺
で
あ
る
か
ら

㊤
山

ま

よ
っ
て
争

・

が
六
尺
五
寸
で
、
争

政

は
十

三
尺

と
な

る
。

こ
れ
が
軸

長

で
あ
る
。
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規

炬

考

立
面
図

(図
説

車

一
〇
)

車

六

等

①

車
に
六
等

の
数
を
つ
く
る
こ
と
を
、
図
象
と
し
て
す
で
に
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
車
の
各
部
を
総
括
し
た
全
体
像
の
中
で
、
規
矩
意
匠
の
技
法
と
し
て
規
円
構
成

を
と
り
あ
げ

る
。

地
上
か
ら
矛
の
先
端
ま
で
は
、
垂
直
(
V
)
軸
上

の

A
-

M

で
二
四
尺
、
こ
れ
を
六
分
し
て
六
等
と
し
た
。
こ
れ
は
四
尺
毎
の
偶
数
分
割

で
あ
る
。

半
径
五
尺
の
円
周
上
端
、

つ
ま
り
地
上
(
M
)
か
ら

一
二
尺
の
位
置
を
中
心
に
し
て
、
四
尺
間
隔
に
三
重
円
を
画
け
ば

よ
い
。

こ
れ
は
全
体
規
画
円
の
中
心
0
か
ら
水
平

(圧
)
軸
上
に
は
、
矛

の
先
端
か
ら
規
線
は

一
七
、

=
二
、
九
、
七
、
五
、
三
の
奇
数
の
位
置
を
示
す
。
ま
さ
に
法
易

の
数
論
的
表
現
で
あ
り
、
奇

.
偶

の
陽
陰
を
含
む
天

地
文

で
あ
る
。

V
軸
上
半
径
五
尺

の
位
置
は
、
輿
上
に
立
乗
し
た
と
き
の
人
長
八
尺
の
頭
頂

の
位
置
で
あ
り
、
地
上
か
ら
は

一
二
尺
で
あ
る
。
こ
こ
に
対
比
す
る
数
を
表
と
す
れ
ば
次

の
よ
う
に
な
る
。と軸x

のの1
関尺x
係度

尺
7

r-.

髄
惹

武
具
尺
度

尺

の地

畦
度ら

等

級

0一3
尺

0

つ」
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規

矩

考

輪

輪

は
半

径

七
尺

の
内
接
方

形

(半
径

五
尺

の
外
接
)

の
上

一
辺

の
両
端

a
、

b
点

か
ら
、
半
径

一
〇

尺

に
よ

っ
て
V
軸
下
方

に
規

画
す
れ
ば

、

o
に
お

い
て
交
わ

る
。

0
は
軟

(車

軸
)

の
中

心
で
あ

っ
て
、

地
上

M
ま

で
は

三

二

二
尺

、
す
な

わ
ち
輪

の
半
径

で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
輪
崇

は
六

・
六
尺

で
あ
る
。

(図
説

車

=

、

一
二
参

照

)こ
れ
は

一
〇
尺
を

一
辺
と
す

る
六
稜

形

の
径

の
古

代
計

算

法
か
ら
算

定

で
き

る
。

(
正

三
角

形

の
高

さ

の
算
定

)

a
、
b
点

か
ら
車

軸

(
朝
)
o
ま

で
は
、

a
I

b

-

a
l

o
-
b
i

o
-

10
、

そ
し

て
0
-

o
ー
肝

で

あ
る
。

円
中

心

の
0
か
ら
半
径

五
尺

と
地
上

(
M
)

ま

で
の
半

径

七
尺

を
加

え
て
、

そ
れ
か
ら
八

・
七
尺

を
差
引
く

と
朝

(
o
)
と
地
上

(
M
)
間
は
、

三

・
三
尺

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て

只
O
+
刈
1
⑳
刈
)
ー
◎
O

輪

径
は

六

・
六
尺

に

な

る
。

朝

朝

長
は
平
面

の
規

画

で
示
し

た
が
、

立
面

で
は
朝
深

の
解
釈

は
、

か
な
ら
ず
し
も

明
ら

か

で
は

な
か

っ
た
・
深

の
意
味

を
主
と
し

て
高

さ

に
み

て
図
象

し

て
き

た
脚

こ
こ
で
は
改
め
て
奥
行
を
加
え
た
も

の
と
し
た
。

国
馬
、
田
馬
、
駕
馬
の
各
三
様
の
輿
高

に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
深
の
尺
度
に
よ

っ
て
半
径
を

つ
く
り
曲
線

の
強
調
が
で
て
き
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
図
説
車

一
二
に
示

す
。立

面
図

(
図
説

車

一
一
)

輿

輿

の
平
面
企
画
は
半
径
四
尺

の
中
に
み
た
が
、
立
面
で
は
半
径

三
尺
に
関
係
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
上
四
尺
の
輿
上
に
式
と
較
を
置
く
が
、
診
を
加
え
て

較
は
二

.
二
尺
、
式
崇
を
三

・
三
尺
と
す
れ
ば
輿

の
平
面

で
広
の
%
に
あ
た
り
、

m
の
高
さ
で
あ
る
。
較
が
㎡

の
高
さ
で
あ
る
。
鄭
玄

の
注
に
し
た
が

っ
て
輌
上
に
加
え

50-一
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る

と
す

れ
ば
4

の
高
さ

が
五

・
五
尺

で
あ

る
。

こ
れ

ら

は
す

で
に

「
輿

人
」

で
述

べ
て
き

た

こ
と
で

あ

る
が
、

こ
こ
で
は

平
面
規
画

の
寸

法
か
ら

半
径

三
尺

の
規
画

で

操
作

し

て
い
る
。

蓋

輪

崇
、
輿
広

、
衡
長

は

「
参
如

一
」
と

し
て
、
六

・
六
尺

を
あ
て
、

そ

の
規
円

の
半
径

三

・
三
尺
は

車

の
設
計

の
上

で
は

一
種

の
度
を

つ
く

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
も

と

も

と

一
〇
尺

の

三
分
法

に
な

っ
て

い
る
も

の

で
あ
ろ
う

こ
と

を
述

べ
て
き

た
。

そ

の
規
画
技
法

は

こ
こ

に
見
出

さ
れ

る
。

半
径

一
〇
尺

の
内
接

方
形

の

一
辺

は

】
四
尺

(半
径

七
尺
)
、

ま

た
半
径

五
尺

の
外
接
方

形

の

一
辺

は

一
〇
尺

、

こ
の

一
辺
長
を

、

一
辺

一
四
尺

の
上
に
と

る
。

つ
ま

り

一
〇
尺

方
形

の

一
辺

の
ま
ま

を
上

下
に
延
長

し
て

共

L訓
、
矩

形
と
す

る

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

が
矩

形

a
b

c
d

で
あ

る
。

い
ま

a
、
b
、

c
、

d

の
各
点

を
中

心
に
し

て
、
半

径

一
〇
尺

で
規

画
す

れ
ば

、
中

心
0
を
め

ぐ

っ
て

e
-

f
、

m
l
㎡

の
各

交
点
を
得

る
。

こ

の
場
合

e
-

f

は

　

三

・
三
尺

、

m
-

m
は
四

・
四
尺

で
あ

る
。
詳
細

は
図

説
車

十

二
図

に
示

し
た
。

e
I

-
は
円
直
径

・
尺
の
三
分
点
で
あ
る
.

(精
密
に
は

辛

ω
・
器
)

立

面
図

(
図
説

車

一
二
)

円

径

三

分

の

法

B
-

0

"
5
-

0
、

5
は
半
径

五
尺

の
こ
と

で
直
径

一
〇
尺

、
B
l

e
11

e
i
d

目
d

-

f
は
各

三

・
三
尺
、

し
た

が

っ
て
直
径

一
〇
尺

の
%
。

こ
れ

は

a
l

b
11

c
-

d
-

10
、

そ
し

て

a
-

b

-

a
-

d

H
b
-

d

、
ま
た

c
i

d
U

c
l

e
1-

d
i

e
で
あ

る
か
ら

、
輪

の
軟

を
決
め

た
方

法
と
同
じ

に
、
各

一

辺

を

一
〇
尺
と
し

た
正

三
角
形

か
ら
算
定

で
き

る
。

ノ

　

し
た

が

っ
て
A
f
♂

は
八
尺

七
寸

(精
密

に
は

Q。
°
①
①
)
と
す

る

の
が
古

式
計
算

法
で
あ

っ
た
。

B
-

d

11
f
I

e
ま

た
運

ー
0

-

M
1

0
-
7

七
尺

で
あ

る
か
ら
。。
気

-
刈
"
ド
』

一
尺

七
寸

で
あ

る
。

こ
れ
は
精
密

な
図

上

で
は

正
確

に
表

わ
さ
れ

る

の
で
あ

っ
て
、

O
l

d

け
O
i

e
は

一
〇
尺

(
B
i

f
)

の
六

分

の

一
に
な

る
。

し

た

　

む

　

　

が

っ
て
正
し
く
は

。。
°
O
①
ー
刈
"
卜

①
①
で
あ

り
日
①
①
×
N
"
ρ
ω
ω
で
あ

る
。

こ
れ
を

三
尺

三
寸
と

し
た

の

は
、
占

式
の
算

木

の
計
算

に
と

っ
て
当
然

で
あ

ろ
う
。

ま

た

0
ー

規

矩

考
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規

矩

考

m
"
O
I

㎡

の
場
合

a
l

㎡
は

一
〇
尺
、

a
1

5
は
七

尺

で
あ
る
か
ら
、

5
ー
㎡

は

＼
一〇
鱒
レ
刈
、
11
8

5

で
あ
り
、
8
ド
O
i
O
ロ
ド

扇

つ
ま
り

二
尺

一
寸

五
分
が
精
算

値

で
あ

る
が
、

こ
れ

を
図
上

に
み
ら

れ
る
よ
う

に

m
I
㎡

を
大
数

の
扱

い
と
し

て
四
尺
四
寸

に
み
た

て

た
ふ
し
が
あ

る
。
け
だ

し
図
説
十

三
の
尺

度
法
も

考
え

ら
れ
る

の

で
断
定
す

る

こ
と

は
難
し

い
。

蓋

弓

ま
た

e
を
中

心
と
し

て
、
e
i

f

11

"

六

・
六
尺

の
半

径
で
規
円
す

れ
ば
、
直
径
は

一
三

・
二
尺
、

そ

の
内
接

六
稜

の

一
辺
は
六

・
六

尺
、

つ
ま
り
図

形
△

A

C
D
に

　

　

お

い
て

A
-

C
-
A
l

D
U

鎚
で
あ
る
。
精
密

な
図
形

で
は

ρ

ω
ω
×
N
ー
◎
①
①

と
し
て
み
ら

れ
る
た

め

に

C
i

D

は

H
ω
゜
ω
N
×
ρ
○・
刈
11
H
ド
α
G。
o。

で
あ

る
。

こ
れ
を

一

一
・
六
尺
と

し
て
、
B
I

D
は
五

・
八

尺
と
す

る
。
要

す

る

に
、
簡
略

な
数
字

と
し

て
、
△

A
C

D
を

二
分
し

て
直

角

三
角

形
を
A
-

B
ー
三

。
三
尺

、
B
I

D

11
五

.

八

尺
、

A
-

D
11
六

・
六
尺

と
し

て

い
る
。

し
た
が

っ
て

A
I

μ

ー

一
・
三
三
尺

で
あ

る
。

以
上
の
比
例
関
係
か
ら
、
↑

h

は

ド
ω
×
認

凸

俄

善

の
長
さ
に
あ
た
る

ー

D

は
、
◎
。
-
p
①
-
癖
に
な
り
四
尺
で
あ
る
.

な
お

こ
の
円
周

と
、
平
面

図
上

の
輿
墜
を
と

る
た
め

の
弧
線

(
半
径

10
)
と
は
、

そ
の
交

点
が

A
と

の
間

で
円
周

を

一
四
分
割
す
る

の

で
、
そ

の
%

を
も

っ
て
蓋
弓

の

二
八
本

は
割

つ
け
ら

れ
る
。

朝

深

朝
深

に

つ
い
て
は
、

あ
げ

ら
れ

て

い
る
三
種

の
朝

の
各

々
の
寸

法
は
ち

が

っ
て

い
る
が
、

規
画

の
方

法

は
同
じ
く

、

こ

こ
に
は
記
録

に
し
た
が

っ
て

輿
高

四
尺

と
深

四

・
七
尺

の
場
合

だ
け
を
例

示
し

て
い
る
。

半

径
四

・
七
尺

の
弧
を
画

き
、

一
方
半
径

五
尺

の
円
周

上

に
、

m
k

の
延
長

と
交

わ
る
ー

点
か
ら
、

ー

k
の
半
径

を
も

っ
て
規
画
す
る

と
き
、

H
軸

上

の
ー

に
お

い
て

連

る
。

こ
の
朝

の
曲
線

は
漢

代

に
み
ら

れ
る
画
像

に
似

て
い
る
。

朝

頚

の
高

さ
八

・
七
尺

は
、
地
上

M
か
ら

e
ま

で
の

高

さ
に
等

し

い
も

の

で
あ

る
。

一54一



規
矩
度
図

(図
説

車

=
二
)

『
考

工
記
」

の
車
制

に
関

し
て
、

こ
れ
ま

で
全
体

と
部

分

に

つ
い
て
、

そ
の
復
原

的
図

象
を

つ
く

っ
て
み

て
き

た
。
鄭

玄

の
注

に

「
車

有

天
地
之

象
、
人
在

其
中
焉

、

六
等

之

数
、
法
易

之

三
材

六
画
」

と
あ

っ
た
が
、

い
ま

こ
れ

を
規
画
図

の
展
開

そ

の
も

の
に
、
車
制

全

体
像

の
中

に
解
明

が

で
き

た
。

奇

(
陽

)
数
、
偶

(陰

)
数

と

そ
の
組

合

せ

の
工
夫

、
規
円

直
径

一
〇
尺

(
半
径

五
尺

)
、

三
〇
尺

(半

径

一
五
尺

、

五
尺

の

三
倍

に
し

て
天

人
地

の
位

置

に
な
ぞ
ら

え
る

も

の
か
)

を
基
本

の
形

と
し
た
。

そ
し

て
天
円

地
方
と

し
て

の
規
と
矩

に
よ
る

象
徴

さ
れ

た
図

形

の
展

開

(そ
れ

は
天
地

の
和
合
、

宇
宙

の
象
徴
化

で
あ
ろ
う

)

で
あ

っ

た
。車

制
と

し

て
規
矩

を
用

い
る
に
あ
た

っ
て
、

そ

の
基

に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ

る
技
法

か
ら
、

抽
出

し

た

尺
度

と
数
値

を
ま

と

め
て
み

る
と
、
以

下

の
よ
う

に
表

わ
す

こ

と

が

で
き

る
。

V
-
W

、

H
I

甘
軸

に
よ

っ
て
便

宜
上
規

円
を

四
区
画

に
分

っ
た
。
$

・
鋭

・
馬

・
&

区

と
す

る
。

亀

区

O
i

12
1

15

の
直

角

三
角

形

を
表
わ

し
た

も

の

で
、
数

値

(寸

法
)

を
表

示
し

た
。

こ

れ
は

ω
"
ら
"
α

に
よ

る
古

式

に

い
う
積

矩

の
代
表
数

値

で
、

の
算
経

に
あ
げ

ら
れ

て
き

た
。

そ

の
倍

数

に
は

亀

・
馬

・
&

区

に
も
関
係

し

て
お
り
、

規
画
矩

算

に

よ
る
基
本

形
を

形
成
し

て

い
る
。

主

と
し

て
奇

数

に
よ
る
企
画

寸
法

と
し

て
み
ら

れ
、

亀

区

の
偶
数

企
画
と

は
表
裏

の
関

係

に
あ

る

こ
と
が
み

ら
れ
る
。

古
代

亀

区

翫

区
の
数
値

と

の
合
体

を

↑
O

と

這

と

ド㎝

と

の
弧
線

で
表
わ

し

て

い
る

こ
と
を

示
し

た
。

こ
れ

か
ら

三
分
法

に
用

い
ら

れ
た
度
数

は
、

O
I

H
P
q
l

↑
O

(ω
゜
ω
"
0
"
①
)

の
直

角

三
角
形

に
よ

っ
て
表

わ
さ
れ

る
。

仮

に

ω
-

戯
ー
0

の
直
角

三
角

形
を
陽

位

に
あ

る
も

の
と
す
れ
ば

、
ω
゜
ω
1
α
i

①

の
場
合

は
陰

位

と
し

て
、

こ

の
関

係
は
対

を
な

し
て

い
て
、
古

く
存
在

し

て

い
た

の
で

は

な

い
か

と
思
わ
れ

る
。

記

の

「
車

人
」

に

は

⊃

尺

一
寸
度

を
な
す
L

と

記
し

た
例

が

あ
る
。

こ
れ
ら

の
倍

③

数
を
表
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

規

矩

考
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亀

区

円
形
と
方
形
と
が
内

・
外
接
す
る
と
き
正
方
形
お
よ
び
六
稜
の
径
を
と

っ
て
、
短
辺
、
長
辺
に
よ

っ
て
形
成
す
る
矩
形

(
長
方
形
)
と
の
関
係
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
構
成
寸
法

の
中
に
変
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
規
矩
に
よ
る
形
成
体
が
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
統

一
さ
れ
た
形
容
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

賜
、
馬

の
中
間
W

を
中
軸
に
し
て
小
円
の
三
連
を
示
し
た
の
は
、
半
径
7
の
円
周
を
小
円
に
よ

っ
て
18
分
割
す
る

こ
と
を
示
し
た
。

象

区

S
、

亀
、
亀

区

に
関
連

し

た
文

様

の
構

成

図

で
あ

る
。
主

と
し

て
奇

数
値

に
注
目

さ
れ

る
。

こ
れ
は
戦

国
代

(しd
°
(
)
蔭
Oo
O
I
悼
N
ド
)

の
半

瓦
当
文
様

の
図
法

的

分
析

図

で
あ
る

が
、
従
来

の
研
究
者

に
と

っ
て
は

な
は

だ

理
解

の

で
き

な

い
意
味

不
明

の
文
様

と
さ

れ

て
き

た
。
燕

の
殿

屋
瓦

と
さ
れ

て

い
る
が
、

こ
れ
か

ら
建

築

の
規

④

矩
法

の
存
在
も
想
像
で
き
よ
う
。
高
度
の
規
矩
法
の
存
在
が
実
証
さ
れ
る
資
料
で
も
あ
る
。
い
く

つ
か
の
類
種

の
文
様
に
つ
い
て
、
と
も

に
分
析
は
可
能

で
あ
る
。

古
代
入
の
思
惟
と
し
て
、
と
か
く
観
念
的
に
み
て
き
た
天
地
構
成
思
想
も
、
具
象
的
に
視
覚
形
体
に
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
規
矩
」
法
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て

こ
れ
ほ
ど
の
表
現

の
能
力
者
が
あ

っ
た
の
で
、
ま
さ
に
古
代
で
聖
人

(
知
者
)

の
業

と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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な
お

『
墨
子
』
に
は

「
経
上
、
下
」
と

「
経
説
上
、
下
」
と
に
、
幾
何
学
的
用
語
や
定
義
ら
し
い
文
章
が
あ

っ
て
、
そ
の
出
処

の
意
味
を
明
解

に
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

こ
れ
ら
は
厳
密
な
規
矩
図
に

つ
い
て
の
定
義
的
用
語
で
あ
り
、
抽
象
形
体
に
対
す

る
心
理
的
解
釈
と
、
そ
れ
に
加
え
た
墨
子
学
派
の

「
経
説
」
と
し
て
述

べ
た
も

規

矩

考

d



の

で
あ

ろ
う
。

規

矩

考

こ
れ
も
ま
た

「
規
矩
」
存
在

の
具
体
的
証
左
で
あ
る
。

　

③ ② ① 註
Lノ

 

④⑤

高
田
稿

-
大
手
女
大

・
論
集
第

三
号

,

一2

高
田
稿

-

〃

論
集
第
四
号

(図
説
車
六
)
,

刈

唐
か
ら
伝
来
し
た
技
法
に
用
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
現
在
正
倉
院
に
は

一
尺
五
寸
の
長
尺
が
残

っ
て
い
る
。

五
の
倍
数
に
よ
る
度
を
も

っ
た
矩
尺
が
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

中
国
で
は
云
山
紋
と
よ
ぶ
、
易
県
出
土
、
燕

(戦
国
時
代
)
都
趾
か
ら
、

関
野
貞

:
世
界
美
術
全
集

(昭
三
)

関
野
雄

:
半
瓦
当
の
研
究

(
一
九
五
二
)

高
田
稿

-
日

・
建

・
学
会
論
報

・
近
畿

(昭
三
七

・
四
)

さ
ら
に

『詩
経
』
「秦
風
」
に
み
ら
れ
る
権
輿
の
こ
と
は
、
権
が
重
さ
の
基
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
輿
も
ま
た
車
設
計
の
基
準

「
規
矩
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
対
語
と
理
解
で
き
る
。
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